
▲公有地化が進む相模国分寺跡 ▲９校が水泳学習で使用する屋内プール

▲南部地区の拠点にふさわしい駅前に

▲改善が望まれる駅前の不法駐輪

▲市制40周年記念の市民まつり会場として
　検討

▲盛大に開催されたリバーサイドウォーク
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問
：
小
田
急
が
管
理
す
る
さ

つ
き
町
側
自
転
車
駐
車
場
に
、

時
間
貸
し
区
画
を
設
置
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
木
駅
前
旧
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
前
の
不
法
駐
輪
車
の

撤
去
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
田
急
が
管
理
す

る
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
率

が
、
整
備
前
と
比
べ
低
下
し
て

い
る
実
態
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
民
協
働
部
次
長
）
：

さ
つ
き
町
側
自
転
車
駐
車
場
の

時
間
貸
し
区
画
の
設
置
つ
い
て

は
、
鉄
道
事
業
者
に
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
他
の
駐
車
場
に
ま

だ
空
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
段
階
で
は
設
置
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

　
不
法
駐
輪
車
の
撤
去
に
つ
い

て
は
、
巡
回
員
が
利
用
者
に
指

導
し
て
い
ま
す
が
、
県
道
を
管

理
す
る
県
に
対
し
て
も
、
対
応

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
駐
車
場
の
利
用
率
が
低
い
要

因
と
し
て
、
利
用
料
が
有
料
と

な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え

ま
す
が
、
料
金
の
値
下
げ
は
、

沿
線
全
体
で
統
一
的
な
設
定
を

し
て
い
る
た
め
、
考
え
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

　
問
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
誰

で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
で

も
気
軽
に
楽
し
め
、
健
康
保

持
・
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
優
れ
も
の
で
す
。
幸
い
本
市

は
、
文
化
遺
産
も
数
々
あ
り
、

田
園
風
景
も
見
ら
れ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
最
適
な
環
境
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
海
老
名
市
観
光

協
会
や
鉄
道
会
社
、
農
協
な
ど

と
協
力
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
選
定
し
、
鉄
道
各
駅

前
に
案
内
図
、
ベ
ン
チ
や
表
示

板
な
ど
の
整
備
を
し
て
は
ど
う

か
、
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
人
と
社
会
を
元
気
に
す

る
運
動
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
先
日
開
催
し
た
「
圏
央
道

海
老
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

通
記
念
・
相
模
川
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
え
び

な
」
を
き
っ
か
け
に
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
人
口
が
増
え
、
市
民
の

健
康
増
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
圏
央
道
の
完
成

に
よ
り
、
さ
が
み
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
が
整
備
さ
れ
、
快
適
な
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
創
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
：
先
日
、
海
老
名
イ
ン
タ

ー
の
開
通
を
記
念
し
て
、「
相

模
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ク
・
イ
ン
・
え
び
な
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
私
も
実
行
委
員

と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
が
、
当

日
は
、
一
度
に
１
万
４
０
０
０

人
と
い
う
市
制
始
ま
っ
て
以
来

の
大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

ま
さ
に
、「
元
気
な
海
老
名
」

を
発
信
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
成
功
し
た
要

因
の
一
つ
に
、
運
動
公
園
の
存

在
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
運
動

公
園
は
、
駐
車
場
、
広
場
、
会

議
室
、
夜
間
照
明
、
放
送
設
備

な
ど
、
総
合
的
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
制
施
行

40
周
年
と
な
る
、
23
年
度
の
市

民
ま
つ
り
を
、
運
動
公
園
で
開

催
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

　
答
（
市
長
）
：
21
年
度
の
市

民
ま
つ
り
は
、
13
万
１
０
０
０

人
の
来
場
者
に
よ
り
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ス
テ
ー
ジ
の
出

演
時
間
の
短
さ
や
、
テ
ン
ト
の

増
設
が
ほ
ぼ
不
可
能
な
こ
と
、

露
天
商
通
り
の
混
雑
状
況
、
交

通
規
制
の
難
し
さ
な
ど
課
題
も

多
く
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
23
年
度
は
、
市
制
40
周
年

記
念
の
「
市
民
ま
つ
り
」
と
な

り
ま
す
の
で
、
関
係
団
体
と
調

整
の
上
、
一
つ
の
案
と
し
て
、

運
動
公
園
で
の
市
民
ま
つ
り
の

開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
問
：
19
年
度
か
ら
小
中
学
校

の
水
泳
授
業
が
一
部
試
行
的
に

屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
使
用
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
導

面
、
安
全
面
、
施
設
維
持
管
理

面
の
ほ
か
に
授
業
が
計
画
的
に

実
施
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
22

年
度
に
は
９
校
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
す
。
市
内
学
校
プ
ー
ル
の
多

く
は
築
30
年
を
経
過
し
て
お

り
、
数
年
の
う
ち
に
改
修
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
改
修
経
費
の

面
か
ら
も
屋
内
プ
ー
ル
へ
の
移

行
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
当

然
の
帰
結
と
判
断
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
屋
内
プ
ー
ル
の
使

用
拡
大
方
針
を
今
後
も
堅
持

し
、
早
期
に
全
校
移
行
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
答
（
教
育
長
）
：
教
育
委
員

会
と
し
て
屋
内
プ
ー
ル
を
使
用

し
て
の
小
中
学
校
の
水
泳
学
習

実
施
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
22

年
度
は
さ
ら
に
２
校
追
加
し
て

市
内
９
校
で
実
施
し
ま
す
。
安

全
に
よ
り
よ
い
環
境
で
学
習
で

き
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
運
用
上
の
工
夫
を

図
り
、
他
市
に
先
駆
け
て
、
屋

内
プ
ー
ル
の
使
用
拡
大
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
使
用
拡
大
に
当
た
っ
て

は
、
一
定
期
間
、
午
前
中
に
優

先
使
用
が
必
要
な
た
め
、
指
定

管
理
者
と
調
整
を
進
め
な
が

ら
、
市
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
：
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
高
齢
者
が
、
自
分
に
と
っ

て
必
要
な
特
定
福
祉
用
具
を
購

入
す
る
場
合
、
現
在
は
、
償
還

払
い
の
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た

年
金
収
入
の
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
一
時
的
に
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

負
担
の
少
な
い
受
領
委
任
払
い

の
制
度
を
導
入
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
福
祉
用
具
購
入
お

よ
び
、
住
宅
改
修
費
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
い
っ
た
ん
費
用

の
全
額
を
支
払
い
、
あ
と
で
市

か
ら
９
割
の
保
険
給
付
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用

者
と
事
業
者
の
合
意
の
も
と
、

利
用
者
が
１
割
分
を
事
業
者
に

支
払
い
、
事
業
者
が
残
り
の
９

割
分
を
市
か
ら
受
け
取
る
受
領

委
任
払
い
方
式
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
利
用
者
の
一
時
的
負

担
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
本
市
と
し

て
も
、
導
入
の
方
向
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
：
市
は
、
相
模
国
分
寺
跡

お
よ
び
尼
寺
跡
の
公
有
地
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
分

寺
跡
の
74
％
、
尼
寺
跡
の
69
％

が
買
収
済
み
と
な
っ
て
お
り
、

七
重
の
塔
基
壇
も
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
分
寺
跡
の
復
元

は
、
他
都
市
で
は
で
き
な
い
海

老
名
市
だ
け
の
取
り
組
み
で

す
。
史
跡
地
の
４
分
の
３
以
上

が
公
有
地
と
な
っ
た
今
、
復
元

化
へ
の
構
想
計
画
を
策
定
す
る

の
が
、
市
の
将
来
に
向
け
て
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。
元
気
な
海
老
名
を
持
続

さ
せ
る
た
め
に
も
、
相
模
国
分

寺
跡
の
復
元
化
構
想
を
打
ち
出

す
時
期
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

将
来
構
想
を
伺
い
ま
す
。

　
答
（
教
育
長
）
：
相
模
国
分

寺
跡
お
よ
び
尼
寺
跡
の
公
有
地

化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
復
元

は
、
現
在
の
市
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。
現
在
、
相
模
国
分
寺
跡

の
公
有
地
化
率
は
約
74
％
で
す

が
、
今
後
、
買
収
す
る
個
所

は
、
住
宅
地
で
あ
り
、
買
収
の

交
渉
も
難
し
く
、
時
間
と
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
住
宅
の
な
い
部
分
の
公
有

地
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
：
南
部
地
域
の
拠
点
と
し

て
Ｊ
Ｒ
相
模
線
社
家
駅
周
辺
が

整
備
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
整

備
の
構
想
が
ど
の
よ
う
な
内
容

の
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
地
域

住
民
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
望
ん
で
い
る
の
か
意
見
を

集
約
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
地
域
住

民
と
合
意
形
成
を
図
ら
れ
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
答
（
市
長
）
：
均
衡
あ
る
市

域
の
発
展
を
考
慮
す
る
と
、
南

部
地
域
の
拠
点
は
Ｊ
Ｒ
社
家
駅

が
適
地
と
考
え
て
い
ま
す
。
送

迎
車
両
の
乗
降
場
所
の
確
保
や

自
転
車
と
歩
行
者
動
線
の
交
錯

防
止
を
目
指
し
ま
す
。

　
答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
：

社
家
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
形
状

や
バ
ス
な
ど
の
出
入
り
の
可

否
、
駅
前
拠
点
施
設
の
設
置
な

ど
を
含
め
た
南
部
地
域
の
拠
点

に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
案
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
整
備
に
当
た
っ

て
は
地
権
者
な
ど
に
理
解
と
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
話
し
合

い
を
続
け
な
が
ら
22
年
度
か
ら

本
格
的
に
用
地
買
収
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。


